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賢治、親友の保坂嘉内と宇宙で再会；小惑星『１４４４７保坂嘉内』

１９歳となった宮沢賢治（１８９６－１９３３）は、１９１５（大正４）年４月に、念願の盛

岡高等農林学校農林科第２部（１９１８年に農芸化学科となった）に入学しました。

主任教授で地質鉱学専門の関豊太郎（１８６８－１９５５）の講義を受け、これが動機

となり、賢治は科学への道へと進むことになりました。賢治は入学とともに、寄宿舎の

自啓寮南寮の第１室に入り、規則正しく、まじめに勉学に励むとともに、週末には盛

岡近郊の山野を巡り、鉱物採集、地形観察や星の観察をしました。翌年の１９１６年

の２年生になると、自啓寮南寮の第９室に移り、新入学の保坂嘉内（１８９６－

１９３７）ら５名とともに暮らしました。

嘉内は、山梨県北巨摩郡駒井村の出身で、新しい農業や農村の未来を語る青

年でした。１９１０年に山梨県立甲府中学校（現在の山梨県立甲府第一高等学校）

に進み、英文学者・随筆家・天文民俗学者として知られていた野尻抱影（１８８５－

１９７７）１）に英語を教わり、文芸同人誌に作品を発表していました。中学入学の年に

ハレー彗星の最接近を観察しスケッチを残したことはよく知られています。賢治は嘉

内と親しくなり、親友と考えるようになりました。岩手山に登った二人は、星空を眺め

ながら夜通し語り合い、「人々のほんとうのしあわせのために生きよう」と誓いました。

嘉内は郷里でハレー彗星（写真１）を観察したスケッチを賢治に見せ、彗星はまるで

銀河を横切る夜行列車のようだったと説明したと言われています。スケッチには「銀

漢ヲ行ク彗星ハ夜行列車ノ様ニニテ遙カ虚空ニ消エニケリ」と書かれています。２） 嘉

内のこのスケッチは、後に賢治の『銀河鉄

道の夜』のモチーフになったのではと考え

られています。３年生になると賢治と嘉内

らは、文芸好きな仲間とガリ版誌『アザリ

ア』を発行し、短歌や散文を書きました

（写真２）。３） １９１８年の『アザリア』で、嘉

内は過激と見られた文章を掲載したた

め、退学処分となり、故郷の山梨へ帰って

しまいました。親友を失った賢治の悲しみ

は想像できないほど、大きいものでした。

その後、賢治と嘉内は手紙で交流を続け

ますが、東京で一度会った限りで、生涯共
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に会うことはありませんでした。

しかし、１９９２年に円舘金と渡辺和郎により北海道で発見

された小惑星１９９２ＶＬは、嘉内が亡くなった７５年後の

２０１２年４月に１４４４７「Ｈｏｓａｋａｋａｎａｉ」と命名されました。

嘉内が残した１９１０年のハレー彗星のスケッチが天文学上

の貴重な資料と認められたことに由来するそうです。こうし

て、賢治はようやく宇宙で親友嘉内と再会できました。ロマン

あふれる物語です。

北上川で生徒たちと泳ぐ賢治；小惑星『３２８５８北上川』

２５歳になった賢治は、１９２１（大正１０）年１２月から稗貫郡立稗貫農学校（現在

の岩手県立花巻農業高等学校）の教諭となり、化学、数学、英語、土壌、肥料と農

業実習（水田稲作）を担当しました。このころから詩作をはじめ、『春と修羅 第二

集』４）の序では「この四ヶ年はわたしにとって じつに愉快な明るいものでありました」

と語っています。

翌年の８月に生徒と花巻町小船渡の北上川の岸辺で泳ぎ、この地をイギリスの

ドーバー海峡の地層とよく似ているためイギリス海岸と名づけました。賢治は、ここで

第三紀層泥炭層から偶蹄類（２本や４本など偶数のひづめを持つほ乳類の総称、

牛、鹿、猪など）の足跡やクルミの化石を発見しています。賢治の実家から北上川ま

では歩いて２０分ほどのところにあり、賢治にはなじみ深い川でした。１９２５年１１月に

は、東北大学の早坂一郎助教授をイギリス海岸へ案内し珍しいバタグルミを採集し

て、その成果が１９２６年に『地質雑誌』に発表されました。

１９９３年に関 勉により発見された小惑星１９９３ＢＡ３は、岩手県から宮城県に

流れる美しい北上川に因んで、２０１２年に３２８５８「Ｋｉｔａｇａｍｉｇａｗａ」と命名されま

した。北上川とイギリス海岸は、賢治の童話『イギリス海岸』５）で次のように紹介されて

星になった宮沢賢治

写真２．菅原千恵子著『宮沢賢治の青春』
（角川文庫）

写真２．菅原千恵子著『宮沢賢治の青春』
（角川文庫）

１８



います。

「夏休みの十五日の農場実習の間に、私どもがイギリス海岸とあだ名をつけて、二
ところ

日か三日ごと、仕事が一きりつくたびに、よく遊びに行った処がありました。
きたかみ

それは本とうは海岸ではなくて、いかにも海岸の風をした川の岸です。北上川の西
せんにん よこ ぎ

岸でした。東の仙人峠から、遠野を通り土沢を過ぎ、北上山地を横截って来る冷た
さる いし

い猿ヶ石川の、北上川への落合から、少し下流の西岸でした。」

賢治が生徒たちと北上川のイギリス海岸で楽しく泳いでいるのどかな風景が、目に

浮かんでくるようですね。 （続く）

［引用文献とノート］

１） １９８５年３月に野尻抱影の天文学への功績を讃えて、小惑星１９３８ＷＡは

３００８Ｎｏｊｉｒｉと命名された。１９３０年に新惑星が発見され、Ｐｌｕｔｏと命名された

が、野尻は日本語名の冥王星を提案した。この名前は現在、中国や東アジアで

も共通に使われている。

２） 保坂嘉内の彗星のスケッチは、ｈｔｔｐｓ：／／ａｚａｌｅａ‐４.ｂｌｏｇ.ｓｓ‐ｂｌｏｇ.ｊｐ／２００７‐

１０‐２４を参照

３） 菅原千恵子『宮沢賢治の青春』角川文庫（１９９７）

表紙写真の右上が宮沢賢治、左上が保坂嘉内。右下は河本義行と左下は小

菅健吉。この４人が『アザリア』の中心であった。

４） 『宮沢賢治全集１』ちくま文庫（１９９６）

５） 『宮沢賢治全集６』ちくま文庫（１９９６）
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